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学力実態調査の概要
●調査テーマ 学力に関する実態調査

●調査方法 学校通しの調査票による自記式調査（国語と算数／数学のテスト）

●調査時期 2006年11月

●調査対象 全国3地域［大都市（東京23区内）、地方都市（四国の県庁所在地）、郡部（東北地方）］

の「学習に関する意識・実態調査」（2006年6～7月実施）の対象者であった小学5年生

と中学2年生。総受験者数は小学5年生2,446名、中学2年生1,723名。

教科別受験者数および両方受験者数

●小学5年生：国語2,432名、算数2,422名、両方受験2,408名

●中学2年生：国語1,698名、数学1,697名、両方受験1,672名
※1教科のみ受験した者がいるため、総受験者数と両方受験者数は一致しない。

●調査内容 出題教科／小学5年生　国語、算数（各45分）、中学2年生　国語、数学（各50分）

出題内容／p.3の「問題作成の方針」を参照。詳細は『第4回学習基本調査・学力実態

調査報告書』の第1章（小学国語、算数）、第4章（中学国語、数学）を参

照。

出題構成／各教科3大問構成とし、第1・2問を共通問題として出題し、第3問を学校

単位で3パターンに分けて出題した。

出題構成および受験者数
小学5年生

出
題
構
成

受
験
者
数

第3問 Ａパターン

国語：809 名
算数：810 名

第3問 Bパターン

国語：774 名
算数：817 名

第3問 Cパターン

国語：849 名
算数：795 名

【共通】第1問

【共通】第2問

中学2年生

出
題
構
成

受
験
者
数

第3問 Ａパターン

国語：602 名
数学：606 名

第3問 Bパターン

国語：614 名
数学：503 名

第3問 Cパターン

国語：482 名
数学：588 名

【共通】第1問

【共通】第2問

問題作成の方針
1）現行の学習指導要領の前学年までの目標が達成されているかどうかを測定し、経年変化もみるた
めに、2001年に実施した第3回学習基本調査・学習到達度テストの一部を抜粋して問題を作成す
る（大問z）。

2）国語はOECDの「生徒の学習到達度調査（PISA）」の読解力（読解リテラシー）問題にみられる、
グラフや図などの「非連続型テキスト」の理解や、読解プロセスの〈熟考・評価〉型問題への対
応を測定する視点より問題を作成する（大問x・大問c：読解リテラシー問題）。

3）算数/数学はOECDの「生徒の学習到達度調査（PISA）」の数学的リテラシー問題にみられるよ
うな数学化の観点など、既習の特定の分野以外の問題への対応を測定する視点より、算数/数学
での学習内容を元にした問題を作成する（大問x・大問c：数学的リテラシー問題）。

4）テストは1単位時間（小学生：45分、中学生：50分）で終了できる内容量とする。

5）採点は、正答・部分正答・誤答・無答の4段階で採点基準を定めて行った。

学力実態調査のデータ分析にあたって

今回の「学力実態調査」では「学力」を構成する要素として、「学習指導要領にそった知識・理解」
と「教科の知識・理解に依拠した、さまざまな場面設定での課題解決力」の2つを想定し、それらの
力を測る問題の要件を定義し、問題を作成した。
しかし解答時間の制約、記述形式での解答、さらには「思考力・判断力・表現力」を問う出題例
が少ないことなどから、今回の出題が現時点において実験的な要素を含んでいる点も否めない。ま
た実施教科も国語と算数・数学の2教科であったことなどからも、測定を試みた「学力」が限られた
範囲の内容であったことに留意して、調査結果をみる必要がある。

本文中のグラフについては、主に2種類の分析方法が存在する。

aアンケート調査の質問項目別に、国語・算数/数学の平均正答率をみる。
グラフのタイトルに「国語・算数/数学の平均正答率（質問項目別）」と書かれているものである。
これは主に、学習方法、学習行動の項目で使用している。質問に対する回答別に、共通問題の大問
z＋xの正答率の平均値を算出している。受験者全体の平均正答率は、小学国語56.9％、小学算数
61.7％、中学国語52.1％、中学数学52.5％となった。

s学力階層別に、アンケート調査でたずねた意識や行動の違いをみる。
グラフのタイトルに「質問項目（学力階層別）」と書かれているものである。これは主に、学習意
欲の項目や複数回答の項目で使用している。国語・算数/数学で共通に出題した大問z・xの正答
数を偏差値に換算し、「上位」＝偏差値60以上／「中の上位」＝50以上60未満／「中の下位」=40以上50
未満／「下位」＝40未満とした。

ダイジェスト版で使用している百分比（％）は、有効回答数のうち、その設問に該当する回答者
を母数として算出し、小数点第2位を四捨五入して表示した。四捨五入の結果、数値の和が100にな
らない場合がある。

1 測定した「学力」について

2 分析方法

3 数値の表示

学 習 に
関 す る
意 識 ・
実態調査
（アンケート）

学 習 に
関 す る
意 識 ・
実態調査
（アンケート）
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図1-1　授業の受け方（学力階層別） 

 
注1）数値は「よくある」と「時々ある」の合計。                            
注2）サンプル数は国語2,432名（上位490名、中の上位728名、中の下位777名、下位437名）、算数2,422名（上位518名、中の上位744名、中の下位745名、下位415名）。 
注3）「中の上位」「中の下位」は省略した。 
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図1-2　好きな学校の勉強方法（学力階層別） 

 
注1）数値は「とても好き」と「好き」の合計。                            
注2）サンプル数は国語2,432名（上位490名、中の上位728名、中の下位777名、下位437名）、算数2,422名（上位518名、中の上位744名、中の下位745名、下位415名）。 
注3）「中の上位」「中の下位」は省略した。 
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板書や授業内容のメモなど、授業に対する肯定

的態度は学力階層の「上位」で高いという傾向がみ

られる。一方、学力階層の「下位」では「ぼうっと他

のことを考えている」「マンガをかいたり、文房具で

遊ぶ」などの逸脱行為の比率が高く、授業に集中で

きていない様子がうかがえる。

「自分たちでテーマや調べ方を決めてする授業」

「個人（自分一人）で何かを考えたり調べたりする授

業」「考えたり調べたりしたことをいろいろ工夫して発

表すること」など、調べ学習やその発表に関する質

問項目で、学力階層の「上位」と「下位」で差がみら

れた。また、「ドリルやプリントを使ってする授業」と

いった伝統的な学校の勉強方法でも学力階層の

「上位」と「下位」で差がみられた。

あなたの授業中の様子についてお聞きします。

「黒板に書かれたことを、きちんとノートに書く」などの肯定的な授業態度は学力階層の「上位」での
比率が高く、「ぼうっと他のことを考えている」などの授業中の逸脱行為は「下位」での比率が高い。

小学生の学力実態と学習意識・行動

Q :
1

家での学習の様子について、「あてはまらない」に

比べ「あてはまる」が平均正答率で10ポイント以

上上回ったものは、「出された宿題をきちんとやって

いく」（国語：16.4ポイント差、算数：18.4ポイント

差）、「嫌いな科目の勉強も一生懸命する」（算数：

10.9ポイント差）であった。また「家族に言われなく

ても自分から進んで勉強する」「計画を立てて勉強

する」など、自発的・計画的な学習を行っている小学

生ほど正答率が高い傾向がみられる。

図1-3　国語・算数の平均正答率（家での学習の様子別） 

注）「あてはまる」「あてはまらない」のそれぞれについて、共通問題での平均正答率を示している。 「まああてはまる」「無回答・不明」の平均正答率は省略した。 
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あなたは家で勉強するとき、次のようなことをしますか。

国語・算数ともに、与えられた課題を着実にこなしたり、自発的・計画的な学習
をしている小学生は、平均正答率が高い傾向がみられる。

Q :

あなたは、次にあげる学校の勉強方法は、どのくらい好きですか。

学力階層の「上位」は、学校の勉強方法で調べ学習やその発表などを好む傾向
がみられる。

Q :
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図1-4-①②は、平日の学校外での学習時間別

に国語・算数の平均正答率を算出したものである。

国語では、学校外で勉強を「ほとんどしない」の平均

正答率が45.9％であるのに対して、「それ以上（3時

間30分超）」では67.0％と20ポイント程度の差が

みられる。算数ではさらにその差が大きくなり、「ほと

んどしない」が47.9％であるのに対して、「それ以上

（3時間30分超）」では77.4％と、30ポイント近い差

になっている。

このように、小学生は学習時間と平均正答率と

の間に明らかな関連がみられ、学校外での学習時

間が長いほど正答率が高くなる傾向がみられる。

45.9

53.8

56.8

58.0

60.2

62.1

62.4

66.1

67.0

図1-4①　国語の平均正答率（平日の学習時間別） 

 
注1） （　）内はサンプル数。 
注2）「無回答・不明」の平均正答率は省略した。 
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図1-4②　算数の平均正答率（平日の学習時間別） 

 
注1） （　）内はサンプル数。 
注2）「無回答・不明」の平均正答率は省略した。 
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小学算数

2001年に実施した学習到達度テスト（以下、前

回調査）の算数で出題した問題の正答率は、全般

的に上昇している。（3）は除数と商の関係から、あ

てはまる被除数をすべて答える問題であった。誤答

率は38.2％で、そのうちの約6割が解として1つま

たは2つしかあげていなかった。このことは、解答

を導いた後に他にあてはまる解がないかを確認しな

い小学生が多いためと考えられる。

国語では文学的文章と言語事項（漢字・熟語の

書き取り）を前回調査と同様に出題したが、ほとん

どの問題で正答率が上昇している。

正答率 （今回）77.7％ 
正答率 （前回）73.4％ 

正答率 （今回）68.8％ 
正答率 （前回）68.6％ 

正答率 （今回）76.1％ 
正答率 （前回）73.0％ 

正答率 （今回）55.7％ 
正答率 （前回）49.3％ 

正答率 （今回）76.8％ 
正答率 （前回）71.5％ 

69.7％ 
59.4％ 

73.8％ 
66.0％ 

77.3％ 
67.3％ 

家での勉強時間などについてお聞きします。
・ あなたはふだん（月曜日～金曜日）、家に帰ってから1日にだいたい何時間くらい
勉強していますか。学習塾や家庭教師について勉強する時間も含めてください。

国語・算数とも平日の学習時間が長い小学生ほど正答率が高くなる傾向がみられる。

Q :
小学国語・算数の問題分析　前回調査との比較2 2001年に実施した学習到達度テストと比べ、国語の言語事項、算数の
計算問題など基本事項を中心に、全般的に正答率が上昇している。

経年比較ができる問題と正解の一部を抜粋した。
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小学国語 大問cBより（一部省略）

【（2）の解答状況】 

正答：14.3％、部分正答：29.3％、誤答：39.5％、無答：16.8％ 

小学国語の読解リテラシー問題では「文学的文

章」「説明的文章」「グラフ・記事」「意見文」の4つの

タイプを出題し、大問cBでは、グラフや記事を含

んだ「非連続型テキスト」の問題を出題した。（2）で

は襟裳岬の海がよみがえった理由として考えられる

ことを「3つの資料からいえる森林の働き」と関連づ

けて書かせる問題で、2つ以上の理由をあげている

ものを正答、1つだけのものを部分正答として採点

した。部分正答のうち約7割は、資料2から読み取

れる「水の浄化機能」についてのみ書いているもの

であった。また海をよみがえらせた森林の働きを理

由として述べる必要があったものの、「森林がよみ

がえったから」など、森林そのものが復活したことを

理由とした誤答が受験者全体の3割程度みられた。

これらのことから、解答に必要な要素が複数ある

場合、それらをすべて取り出すこと、題意の要求

を正確に理解することが課題と考えられる。

小学国語の読解リテラシー問題3 読解リテラシー問題では、記述する問題で正答率が低く、無答率が高い傾
向がみられた。とくに誤答では設問文で示した条件を理解できていない解
答が目立った。

【（1）の解答状況】 

正　　答：  9.8％ 
部分正答：10.3％ 
誤　　答：65.2％ 
無　　答：14.7％ 

【（2）（イ）の解答状況】 

正　　答：10.6％ 
誤　　答：75.3％ 
無　　答：14.1％ 

小学算数の数学的リテラシー問題では表や図、

文章で提示した資料の中から数的な関係を見い出

して、既習の学習内容を用いて考える問題を出題

した。大問cCの（1）は、示された図形から大・中

のタイルの辺の長さを求めた上で、美術館の床全

体の面積を答えるもので、正答率は1割未満と低

く、無答率は14.7%であった。ほとんどの受験者

が問題に着手したものの、必要な情報の取り出し

や正確な計算などに課題があったと考えられる。

小学算数の数学的リテラシー問題

4 数学的リテラシー問題の正答率は全般的に低く、とくに計算のプロセスや
考え方を記述させる問題での正答率は1割に満たなかった。

小学算数 大問cCより（一部省略）
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あなたの授業中の様子についてうかがいます。

学力階層の「上位」では、「黒板に書かれていなくても、先生の話で大切なことはノート
に書く」などの比率が高く、まじめな授業態度がうかがえる。また「授業の内容が難しい
と思う」では「上位」と「下位」の差が大きく、「下位」では国語・数学とも8割に達している。

中学生の学力実態と学習意識・行動

Q :
5

「黒板に書かれていなくても、先生の話で大切な

ことはノートに書く」など、授業に対する肯定的態

度は、学力階層の「上位」ほど比率が高くなる傾

向がみられる。他方、「近くの人とおしゃべりをす

る」などの授業中の逸脱行為は学力階層の「下位」

で目立つ。

また学力階層の「上位」と「下位」で差が大きい

ものとして「授業の内容が難しいと思う」（国語：

「上位」42.9％＜「下位」81.7％、38.8ポイント差、

数学：「上位」40.0％＞「下位」83.4％、43.4ポイ

ント差）があり、国語・数学とも「下位」の比率は8

割を超えている。このことからは、授業内容の難

易度や展開方法に配慮が必要であることがうかが

える。

図5-1　授業の受け方（学力階層別） 

 
注1）数値は「よくある」と「時々ある」の合計。 
注2）サンプル数は国語1,698名（上位296名、中の上位528名、中の下位585名、下位289名）、 
        数学1,697名（上位305名、中の上位594名、中の下位503名、下位295名）。 
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「出された宿題をきちんとやっていく」「嫌いな

科目の勉強も一生懸命する」など、まじめな学習

態度が見受けられる中学生は、国語・数学ともに

平均正答率が高い。数学では「予習をしてから授

業を受ける」に「あてはまる」とした中学生は正答

率が高いが、国語ではそうした差がみられない。

一方、国語では、「自分で興味を持ったことを、学

校の勉強に関係なく調べる」に「あてはまる」とした

中学生で正答率が高くなっている。

図5-2　国語・数学の平均正答率（家での学習の様子別） 

注）「あてはまる」「あてはまらない」のそれぞれについて、共通問題での平均正答率を示している。「まああてはまる」「無回答・不明」の平均正答率は省略した。 
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家での勉強の様子についてうかがいます。

まじめな学習態度がみられる中学生は、国語・数学ともに平均正答率が高い。
数学では「予習をしてから授業を受ける」、国語では「自分で興味を持ったこ
とを、学校の勉強に関係なく調べる」中学生の平均正答率が高い。

Q :
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中学生にのみ学習方法のタイプをたずねた。そ

の結果から、学力が高い中学生ほど多く選ぶ学習

方法があることが明らかになった。学力階層「上

位」の中学生ほど、「市販の要点整理などを使う」よ

りも「自分で整理しながら勉強する」、「やさしい問

題を数多く解く」よりも「難しい問題をじっくり考え

る」、「わからないところは、先生や友だちに聞く」よ

りも「わからないところは、自分で考える」、「得意な

科目中心」よりも「苦手な科目中心」といった学習方

法をとっている。

あなたの勉強の仕方を分類するとすれば、どんなタイプになると思いますか
（1か2のどちらか近いほうの番号に○をつけてください）。

学力階層「上位」の中学生に多い学習方法のタイプをみると、苦手な科目を中心
に、難しい問題をじっくり考え、自分で整理しながら勉強する傾向がある。

Q :
図5-3　学習方法のタイプ（国語・数学の学力階層別） 

注1）「1」「2」のいずれかを選択。数値は選択された比率を示す。「1」「2」の間の空白部分は「無回答・不明」を示す。 
注2）（　）内はサンプル数。 
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中学数学

数学では、前回調査（2001年）で出題した計算

問題を中心に、前回と今回調査の正答率を示し

た。全体として正答率は上昇しているが、分数を含

んだC（2）（4）などでの正答率が低く、とくに（4）では

無答率が25.1％と高かった。このことから分数の

計算を苦手とする中学生が多いことがうかがえる。

国語で前回調査と比較できる問題は言語事項

（漢字の読みなど）のみであるが、ほとんどの問題で

5～10ポイント程度正答率が上昇しており、正答

率が下がった問題はみられなかった。

正答率 （今回）89.3％ 
正答率 （前回）86.3％ 

正答率 （今回）46.5％ 
正答率 （前回）39.3％ 

正答率 （今回）74.9％ 
正答率 （前回）70.4％ 

正答率 （今回）51.4％ 
正答率 （前回）45.8％ 

正答率 （今回）77.3％ 
正答率 （前回）75.3％ 

正答率 （今回）48.8％ 
正答率 （前回）49.0％ 

正答率 （今回）48.4％ 
正答率 （前回）46.5％ 

正答率 （今回）78.7％ 
正答率 （前回）73.0％ 

正答率 （今回）32.6％ 
正答率 （前回）24.3％ 

中学国語・数学の問題分析　前回調査との比較

6 国語の言語事項や数学の計算問題など、基本的な学習事項の正答率は前
回調査よりも上昇しているものが多い。

経年比較ができる問題と正解の一部を抜粋した。
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中学国語では、図や表を含んだ「非連続型テキ

スト」の問題を出題した。大問cBの表の理解は

おおむねできているが、大問cCのグラフの読み

取り問題では全体的に正答率が低かった。

とくに問5は人類の個体数増加曲線が今後どの

ようになるのがよいと思うか、理由とともに自分の

意見を書かせる問題で、読解プロセスの〈熟考・

評価〉を意識して出題した。正答率は23.4％と低

く、「今後はこのように推移していく」という予想を

書いている誤答が多くみられた。「自分の意見を書

く」という問題に慣れていないため、設問の意図が

十分に読み取れなかったと考えられる。

【3の解答状況】 
正答：53.9％、部分正答：2.3％、誤答：18.1％、無答：25.7％ 

【5の解答状況】 
正答：23.4％、部分正答：1.5％、誤答：56.2％、無答：18.9％ 

大問cCの（4）では、表から1組と2

組の得点の分布の違いを読み取り、デ

ータに基づいた主張を展開する力をみ

る設問で、無答率が19.9％と比較的

高かった。

誤答率は39.6％で、このうちの半数

以上は「2組の方が1組よりも人数が多

いのに平均点が同じということは、1組

の方が成績がよいということだから」とい

うような、人数の多寡がクラス全体の

成績の良さに影響しているという旨の解

答であったことは特徴的である。このよ

うな解答からは、平均の考え方がしっか

りと理解できていないことがうかがえる。

なお、大問cCは、7問中5問で無答

率が2割前後に達していた。

中学国語の読解リテラシー問題7 中学国語では、図や表を含んだ「非連続型テキスト」の問題を出題した。グラフの読
み取り問題は全体的に正答率が低く、自分の意見を書かせる＜内容の熟考・評価＞型
問題では、自分の意見ではなく、今後の推移の予想を書いてしまう誤答が目立った。

中学数学の数学的リテラシー問題8 中学数学では、数量現象を扱う「量」や、統計的・確率的な現象を扱う「不確実性」などの
領域から出題した。答えとともに判断した理由を説明する問題では、答えは正しいもの
の、理由の説明として数学的に十分な論理構成ができていない解答が多く見受けられた。

大問cAの（2）では、スケートリンク

を複数周回した際のv-tグラフを示し、

二人の競技者のうち、どちらが先にゴー

ルしたか、またその理由を問うた。誤答

率39.9％のうち約半数が、「競技者Q

（先にゴールした競技者）の方が、相対

的にスピードが上回っている時間が長

い」という趣旨の解答であった。日常的

には正しい理解であるが、数学的に必

要・十分条件を満たせていない解答で

ある。このように答えは導くことができ

るものの、その理由の説明が不十分な

解答が目立った。

【（2）の解答状況】 
正答：46.2％、誤答：39.9％、無答：13.9％ 

【（4）の解答状況】 
正答：40.1％、部分正答：0.3％、誤答：39.6％、無答：19.9％ 

中学国語 大問cBより（一部省略）

中学国語 大問cCより（一部省略）

中学数学 大問cAより（一部省略）

中学数学 大問cCより（一部省略）






